
        末広ふれあいセンター2012年度介護予防ミニディサービス 

音楽療法プログラム 

 

 実施日：３月８日 金曜日１０時３０分～１１時３０分（終了後に対象者の観察１２時頃まで）   

 

長期目標：集った仲間に連帯感や感謝に気持ちが育ち、自分らしく日々を楽しむ工夫に繋げら 

れるように支援する。                  

    ：活動の中で今を生きる自分を確かめながら、今まで生きてきた人生を肯定し、更に毎日

を誇り高く生きようとする気持ちを支援する。 

留意点                                    

＊ 音読や歌うことで口腔ケアを意識する。【言葉と呼吸を意識した継続の活動として】 

＊ みんなで春を喜ぶ  

 

 項目   目的     使用曲     留意点（重点） 

導入     活動の始まりを意識   こんにちはの歌     会話・対象者の観察 

させ、気分を解す                ブレス・ 

        

♪待ちわびた春を歌う～       早春賦★１   なじみの歌でリラックス 

 

展開１ 

身体活動  ストレッチ・運動    どこかで春が★２ 音読・腕の可動域のチャレンジ     

      （春になったから～）            棒体操 【呼吸と動き】 

展開２                         

レク的活動 リズムで楽しく    ソーラン節★３ 音読・歌唱・横せっせ 

                  （１：１，２：２，）棒打ちのバリエーション） 

                  振る楽器・打つ楽器でリズム運動をする（血行促進）                 

展開３                          

言葉による表現・回想      花は咲く★４ 話題・会話を紡ぐ・歌唱 

      

展開４                                          

合唱奏   一体感を味わう   早春賦★５ 楽器の選択・響きの共感 

終わり    クールダウン   故郷を歌う★６ 今日の集いを振り返りながら。 

    

音楽療法ノート 

★ こんにちはの歌 

｛は｝の音を伸ばす（息を吐ききる）、或いは｛は｝の音を軽く 

切るように歌う。（軽く腹筋を使って）呼吸も意識していただく。 

両手を開くようにつけてみると気持ちも開きますか？ 

★ １早春賦 

春は名のみの風の寒さや～、おなじみの歌をゆったりと歌います。３番までの歌詞 

を日常の暮らしにてらして「本当にそうね？」と感じますか。 



★ ２どこかで春が 

歌詞を皆さんと音読し、身の回りの春の風景や実感したこと、春になったら 

（暖かくなったらしたいこと）をお話しいただき交流する。またストレッチを曲に

合わせて行う。動きはシンプルに４種類起点をしっかり押さえ効果的に行えるよ

う支援する。 

★３ソーラン節 

＊ 歌に合わせて横せっせ（お隣と手合わせをする。１つと２つまで。 

ハイハイは手拍子 

＊ リズム楽器を使って楽しむ。 

短期記憶にもチャレンジ。歌って・見て・動かして・数の記憶をしながら、戸惑

いも含めて楽しく合奏します。気が合うという気持ち良い瞬間を体験する。 

★４花は咲く 

今、誰でも歌える一番新しい歌として愛され始めている。歌えるようになりたいと

いう高齢期の人たちは多い。歌詞もわかりやすくフレッシュな感じもある。 

１００年前の歌も歌えれば今生きてこその歌も楽しむ。歌詞を読み他者とつながる。 

 

★５早春賦 

寒い日もまだまだあるが、生まれたての春を見つけて幸福感に包まれることもあ

る。 

ひとりではないからこそ、合奏の楽しさやちょっとした緊張感をも味わえる。 

役割分担のなかで、あなたがいたからこそという存在の価値を再認識いただく。 

     ★６ふるさと 

 

今回もまたスマイルチャレンジ！の興味をもつこと、笑うこと、楽しい一瞬が免疫

力を高めます。そしてあなたがいたからという「存在の値打ち」を十分にあじわっ

ていただければと思います。 

 

 

 

音楽療法は継続することで、より高い効果が期待できます。初めての参加でも、気

後れすることなく、また継続で参加されている方にも、音楽はより深く働きかけま

す。お誘い合わせご参加ください。 

                                 By asada 

 


